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1 ［Stanlis 1958 : esp. ⅸ, 8-13, 29-84］  
































                                                                                                                                                     
Jr. 1965］［Wilkins 1965］［Kirk 1967］などが代表的な論考である。 
3 Cf.［Kramnick 1977 : 46］［O’Brien 1992 : lxi］ 
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4 ［Burke 1765 : 463］ 
5 ［Stanlis 1958］ スタンリスは［Stanlis 1991］で、バークの名誉革命観により
比重をおいた議論を展開しているが、基本的な論旨は前著と変えていない。 
6 例えばコンニフが指摘しているように（［Conniff 1994 : 275］）、スタンリスのバー
ク解釈の思想的源流には、レオ・シュトラウスが『自然権と歴史』で示した古典的自
然権と近代的自然権の区別と定式化がある。スタンリス自身もシュトラウスに多くを




























                                                                                                                                                     
ーミアらのバーク批判に道を開いてしまったという思いがあったのではないかと推察
される。スタンリスは 19世紀のバーク解釈者たちをしばしば、功利主義的、実証主義
的研究者と呼んでいる（例えば［Stanlis 1958 : ix, 29, 34］）。また彼がその影響
下にあったレオ・シュトラウスが、自然権思想の復興を論じる前提として展開したの
も、歴史実証主義批判であった（［Strauss 1953 : 9-80, 邦訳 : 13-90］）。 
8 ［Dinwiddy 1992］ 
9 ［Dinwiddy 1992 : 231-4］ また、1980 年代以降わが国で精力的なバーク研究を展
開してきた岸本広司も、『バーク政治思想の形成』において、バーク政治思想の内に
古典的自然法思想と功利主義思想の両方の要素が含まれていることを指摘している
（［岸本 1989 : 303-308］）。岸本は続く『バーク政治思想の展開』においては、古































                                                   
10 以上［Stanlis 1958 : 5-27, 34-40］ 
11 ［Stanlis 1958 : 27-34］ 
































                                                   
13 ［Dinwiddy 1992 : 241］ 
14  [Burke 1770 : 317, 邦訳 : 81] 
 8 
（２）  レズリー・スティーブンのバーク解釈について 
 
























                                                   
15 ［Stephen 1876 : 220, 邦訳 : 97］ 
16  [Stephen 1876 : 221, 邦訳 : 98］ 
17  [Stephen 1876 : 231, 邦訳 : 108］ 
18  [Stephen 1876 : 225, 邦訳 : 101］ 
19  [Stephen 1876 : 226, 邦訳 : 102］ 































                                                   
21  [Stephen 1876 : 227, 邦訳 : 103-104］ 
22  [Stephen 1876 : 227, 邦訳 : 104］ 






























                                                   
24  [Stephen 1876 : 228, 邦訳 : 104-5］ 
25  [Stephen 1876 : 229, 邦訳 : 106］ 
26  [Stephen 1876 : 229, 邦訳 : 106］ 






























(ⅲ)  抽象的権利と便宜 
 
                                                   
28  [Stephen 1876 : 228, 邦訳 : 104-5］ 
































                                                   
30  [Stephen 1876 : 239, 邦訳 : 115-116］ 

































                                                   
































                                                   
33  [Stephen 1876 : 220, 邦訳 : 97］   
































                                                   
35  [Stephen 1876 : 130, 邦訳 : 3］ 































                                                   
37 ［Beiner 1983 : 1-10, 邦訳 : 1-13］  
38 ［Beiner 1983 : xiv-xvi, 邦訳 : xii-xiv］  






























第２節  ポーコックにおけるバーク 
                                                   
40 ［Stanlis 1958 : 31] 括弧内は末冨による補足。 
41 ［Beiner 1983 : 169, 邦訳 : 249-250］ 

























                                                   
43 ［岸本 2000 : 3］ 
44 Cf. ［犬塚 1997 : 102］ 
45 ［田中 1998 : 96］ 
46 バーク研究状況の混沌化の指摘については、［岸本 2000 : 12］および［半沢 1965 : 
205］を参照のこと。 
47 例えば［Stanlis 1958 : 8-13, 34-40］ 




































                                                   





























                                                   
51 例えば［Macknight 1858-1860］［Lecky 1878-1890］［Morley 1888］らのバーク理
解がそれにあたる。また、前章で検討した L.スティーブンのバーク解釈もこうした潮
流に属すると言ってよい。 
52 Cf. ［F.P.Lock 1985 : 176-8］ 



























(２)  ポーコックのバークへの関心 
 
(ⅰ)  初期からの関心 
 
ポーコックは 1924 年にロンドンで生まれ、青少年期をニュージーランドで過ごし、
                                                   
54 ［Stanlis 1958］ 
































                                                   
56 ［Pocock 1985 : 157, 邦訳 : 299-300] 括弧内は末冨による補足。 
57 ［Pocock 1985 : 157-158, 邦訳 : 300] 
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58 例えば［Macaulay 1913-15］ 
59 例えば［Buckle 1876 : 319-333］ 
































                                                   
61 ［Pocock 1957 : 245-251] 
























































(３)  ポーコックのバーク解釈 
 








                                                   
































                                                   
64 以上［Pocock 1989 : 202-203] 































                                                   
66 以上［Pocock 1989 : 210-215] 
67 ［Pocock 1989 : 216-217]  































                                                   
69 ［Pocock 1989 : 224] 括弧内は末冨による補足。 
70 ［Pocock 1989 : 223] 






























                                                   
72 ［Pocock 1989 : 228-230] 
73 ［Burke 1790 : 81-82, 邦訳（上） : 62］    
































                                                   
75 ［Pocock 1989 : 207] 






























                                                   
77 ［Pocock 1987 : xix-xx］ 
78 ［Pocock 1987 : xx］ 
79 ［Pocock 1987 : xx］ 
































                                                   
81 ［Pocock 1987 : xxii］ 
































                                                   
83 ［Pocock 1987 : xxix］ 

































                                                   
































                                                   
86 例えば［Stanlis 1958 : 23, 24］ 



































第２章  西洋政治思想史におけるバーク 
 





























                                                   

































                                                   





























                                                   
90 ［Morley 1888］ 
91 ［Stanlis 1958］ 
92 ［Macpherson 1980］ 
93 ［White 1994］  
































                                                   
95 ［Hazlitt 1902 : 329, 332］ 































                                                   
97 ［Laski 1920 : 174, 邦訳 : 129］ 
98  [Keynes 1904 : 1] 
































































                                                   
100 ［Burke 1790 : 111, 邦訳（上） : 112-113］ 



































                                                   
































































                                                                                                                                                     
けるマキュアベリという特異点の持つ意味と意義を、強く意識しているという点では
共通している。［Meinecke 1929］［アルチュセール 2001］［Pocock 1975］［Negri and 
Hardt 2000］ 
































































































                                                   
106 Cf.［Sabine 1961 : 407-411］ 
107 ［Sabine 1961 : 413-414］ 

































                                                   
109 Cf.［Strauss 1936］  






























                                                   
111 「古代あるいは中世の自然法論者たちは、原初的人間の前社会状態としての＜自然
状態＞という観念を、ほとんどいつも仮想の馬鹿げた虚構として扱った」(［Stanlis 
1958 : 18］) 


































































                                                   
113 ロックによるホッブズ的なるものの秘かな継承という論点については、レオ・シュ
 55 
第３章  『自然社会の擁護』をめぐって 
 




























                                                                                                                                                     
トラウスの議論が参考になる。Cf.［Strauss 1953 : Ch.Ⅴ］ 

































                                                   

































                                                   


































































































                                                   
117 Editor’s Introduction to A Vindication of Natural Society in [Burke 1756 : 



































































































                                                   


































































                                                   

































                                                   


































































                                                   

































                                                   































                                                   
123 ［Cobban 1978 : 21］ 

































                                                   

































                                                   

































                                                   



































































                                                   

































                                                   




























































                                                   
131 ［Priestley 1946 : 4］ 
132 ［Godwin 1946 : 7］括弧内は末冨による補足。   
133 ゴドウィンのそれも含め、今日に至るまでの『自然社会の擁護』の受容の歴史につ




































                                                   


























































                                                   













































































                                                   
137 ［Burke 1756 : 140, 邦訳 : 213-214］ 
138 ［Burke 1756 : 140, 邦訳 : 213-214］      
































                                                   
140 ［Burke 1756 : 146-147, 邦訳 : 222］           

































                                                   






























































                                                   
143 この書評は匿名で掲載されたが、評者はおそらく、この雑誌の編者でもあったエド
ワード・ケイヴ（Edward Cave）という人物であろうと推定されている。 Cf.［Cressman 
1956 : 254］ 
144 Gentleman’s Magazine, XXVI, 1756.5, p.254  括弧内は末冨による補足。 
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153 ［Burke 1756 : 134, 邦訳 : 204］括弧内は末冨による補足。 
































                                                   
































                                                   
156 ［Burke 1756 : 135, 邦訳 : 205］ 
































                                                   
158 ［Burke 1756 : 135-136, 邦訳 : 206］ 


































































































                                                   
160 ［Burke 1757 : 283, 邦訳 : 139-140］ 






























                                                   
162 ［Burke 1756 : 135-136, 邦訳 : 206］ 
163 ［Burke 1757 : 188-189］  
164 ［Boulton 1958 : ⅹⅷ］ 
































                                                   
166 ［Keynes 1904 : 79-80］ 




































































































































                                                   

































                                                   


































































                                                   


































































                                                   


































































                                                   
































































































                                                   
173 ［Hume 1998 : 4］ 
174 ［Sidgwick 1931 : 184］ 
175 ［Sidgwick 1931 : 190］ 

























る大変立派な論文を書いたアイルランド出身の紳士です」と述べている。( Hume to 























                                                                                                                                                     
自分は旧来の道徳理論に何か萎縮した狭苦しいものを感じていたが、この本によって
はじめて道徳理論を人間本性の全体(the whole of Human Nature)に基礎づけようとす
る試みを見た、と述べている。（Burke to Adam Smith, 10 September 1759, in ［Burke 
1958-1978 : vol.Ⅰ, 129-130］） 
一方、スミスもバークの『崇高と美の観念の起源についての哲学的探求』を読んで
おり、この本の著者をグラスゴー大学に迎えることができれば、それは幸運な掘り出

















































































                                                   
































                                                   
179 Shaftesbury, An Inquiry Concerning Virtue or Merit, ［Shaftesbury 1995 (vol.




































































































































































                                                   
180 Shaftesbury, An Inquiry Concerning Virtue or Merit, ［Shaftesbury 1995 (vol.





























































                                                   
181
 シャフツベリが「道徳感覚 moral sense」という術語を、本文中で用いているのは
「徳あるいは価値についての探求 An Inquiry Concerning Virtue , or Merit」の中
の一箇所だけだが(［Shaftesbury 1995 (vol.Ⅰ) : 262］)、同論考で、主に善悪の感
覚について論じている箇所の小見出し(marginal heading)の中にしばしば「道徳感覚」
という術語が現れる(［Shaftesbury 1978 (vol.Ⅱ) : 42, 44, 45, 46, 53, 54］)。
（なおこの小見出しは、同論考を含む『人間、作法、意見、時代、その他の諸特徴 














                                                   
182
 シャフツベリに崇高という観念を正面から論じたテキストはないが、ニコルソン
















を喚起した。」([Nicolson 1959 : 300, 邦訳 : 357]) 
一方しかしシャフツベリは、例えば次の引用に見えるとおり（ただしここでは真の
熱狂が「霊感(inspiration)」と呼ばれ、偽の熱狂は単に「熱狂」と表現されているこ














越したものであるからです。」(Shaftesbury, A Letter Concerning Enthusiasm, 
［Shaftesbury 1995 (vol.Ⅰ) : 37-38］傍点はシャフツベリによる強調。この一節は








apprehension of the Divine)に基づいており、一方偽の熱狂は神の存在についての誤




















































































                                                   
184 Cf. ［Lock 1998 : 99-100］, ［White 1994 : 25］ 
185 Cf. ［Bullard 2005］ 
































                                                   
187 この点についてはガダマーが詳しく論じている。Cf. ［Gadamer 1960 : 31-32, 邦




































































                                                   








































































191［Burke 1757 : 216, 邦訳 : 43］傍点はバークによる強調 
192［Burke 1757 : 216, 邦訳 : 43］傍点はバークによる強調 































                                                   
194［Burke 1757 : 216-217, 邦訳 : 43-44］  
195［Burke 1757 : 217, 邦訳 : 44］  






























                                                   
197［Burke 1757 : 214, 邦訳 : 39］  
198［Burke 1757 : 216, 邦訳 : 43］  
199［Burke 1757 : 226, 邦訳 : 57］  
































                                                   
201［Murray 1931 : 69］ 


























                                                   
203 この書評は匿名で書かれているが、現在ではアーサ ・ーマーフィ （ーArthur Murphy）
によるものであることが検証されている。 Cf. ［Lock 1998 : 109］ 
204 Literay Magazine, vol.2, 1757, p.183 この雑誌は、The Literary Magazine, 
edited with introductory notes by Donald D.Eddy, Samuel Johnson & periodical 
literature, 5 , Garland, 1978 という形で復刊されている。 
205 Literay Magazine, vol.2, 1757, p.189 
ボールトンは、この部分が、『崇高と美の観念の起源についての哲学的探求』に対し
て向けられた同時代的反応を要約的によく示しているとする。 Cf. ［Boulton 1958 : 































                                                   
206 書評は Monthly Review, vol.16, May, 1757, pp.473-480  この書評の全文は、
Collected Works of Oliver Goldsmith, vol.1, Oxford University Press, 1966, 
























第９節  「趣味について」 










































らば、人生日常の交流を維持するに充分な手がかり(hold sufficient to maintain the 
                                                   
208 ［Burke 1757 : 189, 邦訳 : 6］下線は末冨による。 
 149 

























と to maintain the ordinary correspondence of life」を可能とするものとしての
趣味の原理が、あるいは言い換えれば、神なき世界としての近代世界における人間社
会の人間的構成を可能とするものとしての趣味の原理が、理性の原理と共に存在する
                                                   
209 ［Burke 1757 : 196, 邦訳 : 15］   
210 ［Burke 1757 : 196, 邦訳 : 15］          
211 ［Burke 1757 : 196, 邦訳 : 15］     

































                                                   

































                                                   



































名な＜道徳感覚＞の意味である。」（［Eagleton 1990 : 33-34, 邦訳 : 52-53］） 






























ートン的実験的方法の美学の領域への優れた適用例(a prize example of Newtonian 
experimental methods applied to aesthetics) 218」と述べているのだが、我々とし
                                                   
217［Burke 1757 : 283, 邦訳 : 139-140］ 


































































                                                   




































                                                   









































Notebook of Edmund Burke)としてまとめられ、公表された。この中に「国家のエンジ
























                                                   





























































むしろ不透明なものであったという主旨の議論を展開している（Cf. ［Wolin 1989 : 







































                                                   






























                                                   
224 ［Burke 1765 : 463］ 
225 ［Burke 1783 : 383, 邦訳 : 461］ 
226 ［Burke 1792 : 44, 邦訳 : 790］ 





























                                                   
228 ［Burke 1775 : 156-157, 邦訳 : 223］ 
229 ［Burke 1791 : 80-81, 邦訳 : 593］ 
230
 例えば以下の論考がある。[Canavan 1960 : 24-27], [Frohnen 1993 : 76-80], [岸
本 1995], [Browne 2003] 

































                                                   

































                                                   



































                                                   
234 ［Burke 1790 : 111, 邦訳（上）: 112］傍点はバークによる強調。 

































                                                   




























学説(The Political Doctrines of Edmund Burke)」という論文である。この論文を読
み解きながら、ケインズがバークの何に共鳴したのかを探ってみたい 240。 
                                                   
237 ［Harrod 1951 : 51, 邦訳 : 61］ 
238 ［Fay 1975 : 37, 邦訳 : 58］ 




第１節  概要 
 


























                                                                                                                                                     



































                                                   































                                                   
242 ［Keynes 1972 : 436, 邦訳 : 113］ 
243 ［Keynes 1904 : 10］ 
244 ［Keynes 1904 : 10］ 
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分かたれる。これに対し、政治的判断においては Aという判断と B という判断の善し
悪しが問題になるわけだが、「善し悪し」という基準は「重さ」という基準ほど自明で








第４節  ムーアの慣習とバークの慣習 
 
「彼（バーク）にとって政治学は手段の科学であった」とケインズは述べていた。
                                                   

































                                                   

































                                                   






























                                                   
249 ［Keynes 1904 : 1］ 
250 ［Keynes 1904 : 5］ 
251 ［Keynes 1904 : 35］ 

































                                                   







































バークの Reflections on the Revolution in France(1790)には、鍋島能正訳『フラ
ンス革命論』（理想社,1967 年）, 半沢孝麿訳『フランス革命の省察』（みすず書房, 
1997 年）, 中野好之訳『フランス革命についての省察（上）（下）』（岩波文庫, 2000
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